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令和８年
9月１日

小・中学校施設機能向上事業（空調設備
整備）などの補正予算を可決

Pickup

１１１１１
詳しくは２ページへ

公共施設マネジメント特別委員会を
設置しました。

Pickup

22222
詳しくは11ページへ

すずらん共同作業所は、さまざまな障がいのある利用者と共に
歩んでいく就労継続支援Ｂ型事業所です。日中生産活動や、
市役所ロビーにてコーヒーショップの営業をしております。

Fukuroi City Council New
sletter

～令和８年度の表紙写真のテーマは
　「市内で活動する団体の紹介」です～

コーヒーショップすずらん
【営業日】　　　　
毎週月・水曜日
【営業時間】
１１：３０～１４：３０

【営業日】　　　　



3 ふくろい市議会だより　No.102 2ふくろい市議会だより　No.102

小・中学校施設機能向上事業（空調
設備整備）などの補正予算を可決

　
今
回
の
補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の

た
め
に
、
２
億
８
０
０
０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
４
２
０
億
１
０
０
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
１
号
〉（
主
な
も
の
）

●
小
・
中
学
校
施
設
機
能
向
上
事
業 

・
・
・
２
億
５
７
４
４
万
円

　
　
小
・
中
学
校
（
袋
井
南
小
学
校
・
袋
井
北
小
学
校
・
周
南
中

学
校
・
浅
羽
中
学
校
の
４
校
）
の
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
整
備

に
伴
う
諸
工
事
請
負
費
な
ど
の
追
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
強
い
農
業
づ
く
り
総
合
支
援
事
業 

・
・
・
・
・
１
４
１
０
万
円

　
　
担
い
手
農
業
者
の
経
営
改
善
に
必
要
な
農
業
用
機
械
・
施
設

の
導
入
を
支
援
す
る
「
地
域
農
業
構
造
転
換
支
援
事
業
費
補
助

金
」
の
追
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
災
害
対
策
用
資
機
材
等
整
備
事
業 

・
・
・
・
・
・
６
４
４
万
円

　
　
昨
年
９
月
の
台
風
15
号
に
よ
り
竜
巻
被
害
を
受
け
た
牧
之
原

市
へ
支
援
し
た
物
資
の
補
充
を
行
う
た
め
の
経
費
の
追
加
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

﹇
債
務
負
担
行
為
﹈

●
改
良
住
宅
等
指
定
管
理
委
託

　《
期
　
間
》
令
和
８
年
度
〜
令
和
13
年
度

　《
限
度
額
》
２
８
５
０
万
円

※

1
　
債
務
負
担
行
為
と
は

　
　
１
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会
の

議
決
を
経
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

　市議会は、６月定例会を６月８日から７月８日までの 31 日間の会期で開催しました。
　今定例会では、市長から提出された令和８年度一般会計補正予算など 30 議案と３件の報告が
上程され、採決の結果、いずれも原案どおり可決・同意しました。
　また、市政に対する一般質問では、12 人の議員が市長・教育長の見解をただしました。

全
議
案
の
議
決
状
況
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※

２
　
専
決
処
分
と
は

　
　
　
議
会
の
議
決
を
経
る
べ
き
事
項
を
、
緊
急
時
や
特
別
な
理
由
に
よ
り
市
長
が
議
会
に
代
わ
っ
て
決
定
す
る
制
度
で
す
。

６月
定例会
６６６６月月月月
定例会定例会定例会定例会

市議会は、令和８年５月臨時会を５月 15 日に開
催しました。固定資産評価審査委員会委員の選
任や、教育委員会教育長および委員の任命に同
意したほか、専決処分を承認しました。

5月
臨時会
5555月月月月
臨時会臨時会臨時会臨時会

Pickup

１１１１１

※

1

●
袋
井
市
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　《
契
約
相
手
先
》
静
岡
森
田
ポ
ン
プ
株
式
会
社

　《
契
約
金
額
》
２
９
５
９
万
円

　《
配
備
場
所
》
浅
羽
方
面
隊
第
３
分
団

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
本
庁
舎
非
常
用
発
電
設
備
更
新
工
事
を
施
工
す
る
た
め
、
契
約
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。

　《
契
約
相
手
先
》
株
式
会
社
小
澤
電
業
所

　《
契
約
金
額
》
２
億
３
７
４
９
万
円

●
建
設
工
事
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
袋
井
駅
南
地
区
の
浸
水
被
害
の
軽
減
を
目
的
に
建
設
す
る
「
柳
原
雨
水
ポ
ン
プ
場
」

に
つ
い
て
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　《
協
　
定
　
先
》
日
本
下
水
道
事
業
団

　《
協
定
金
額
》
42
億
６
４
９
０
万
円

　《
協
定
期
間
》
令
和
８
年
７
月
９
日
〜
令
和
12
年
３
月
31
日

●
市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

　
　
愛
野
地
内
に
お
い
て
、
民
間
宅
地
造
成
に
伴
い
市
に
寄
付
さ
れ
た
新
規
道
路
２
路

線
を
下
石
野
13
号
線
お
よ
び
14
号
線
と
し
て
、
道
路
法
の
改
正
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
愛
野

駅
南
北
自
由
通
路
を
愛
野
駅
南
北
連
絡
線
と
し
て
、
高
尾
地
内
に
お
い
て
、
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
り
新
設
道
路
３
路
線
を
田
端
４
号
線
・
６
号
線
・
７
号
線
と
し
て

認
定
す
る
も
の
で
す
。

●
市
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

　
　
高
尾
地
内
に
お
い
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
市
道
の
区
域
を
変
更
す
る

こ
と
か
ら
、
田
端
４
号
線
・
６
号
線
・
７
号
線
の
市
道
３
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

人
事
（
敬
称
略
）

そ
の
他

●
袋
井
市
農
業
委
員
会
委
員

　
　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
が
上

程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
８
年
７
月
19
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

・
松
田
　
真
幸
（
豊
沢
）
　
・
鈴
木
　
　
豊
（
木
原
）
　
・
湖
東
　
　
隆
（
久
能
）

・
寺
田
　
代
子
（
広
岡
）
　
・
三
浦
　
裕
喜
（
広
岡
）
　
・
岩
井
　
俊
弘
（
深
見
）

・
中
條
　
文
義
（
見
取
）
　
・
西
村
　
淳
子
（
大
谷
）
　
・
藤
田
　
敬
子
（
萱
間
）

・
松
本
　
芳
廣
（
岡
崎
）
　
・
村
松
　
保
男
（
宇
刈
）
　
・
榑
松
　
政
弘
（
浅
名
）

・
古
川
伸
一
郎
（
富
里
）
　
・
太
田
　
雄
一
（
松
原
）
　
・
鈴
木
　
　
保
（
中
新
田
）

・
安
間
　
啓
一
（
太
郎
助
）人

事
（
敬
称
略
）

専
決
処
分

※

２
　
　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
選
任
や
任
命
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

●
袋
井
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
青
山
　
仁
美
（
沖
山
梨
）
　
　
再
任

　
平
野
　
　
治
（
川
会
）
　
　
　
新
任

　
長
谷
川
哲
哉
（
旭
町
二
丁
目
）
新
任

●
袋
井
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
山
本
　
裕
祥
（
山
崎
）
　
　
　
再
任

●
袋
井
市
教
育
委
員
会
委
員

　
溝
口
　
知
秀
（
浅
羽
一
色
）
　
再
任

●
袋
井
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

【
市
長
提
出
議
案
】

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

【
市
長
提
出
議
案
】

●
袋
井
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）

の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
お
よ
び
利

用
者
の
保
護
を
図
る
た
め
、
事
業
者
な
ど
が
遵
守
す
べ
き
運
営

基
準
を
定
め
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
公
告
式
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
の
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の

見
直
し
に
伴
い
、
条
例
な
ど
の
公
布
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

●
袋
井
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
、
袋
井
市
の
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
だ
け
で
は
、
個
人
が
管
理
す
る
宅
内
配
管
の
修
理
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
本
市
以
外
の
水
道
事
業
者
が
指
定
し

た
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
よ
る
工
事
を
可
能
と
す
る
た
め
、

一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

再開発住宅駅前団地
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小・中学校施設機能向上事業（空調
設備整備）などの補正予算を可決

　
今
回
の
補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の

た
め
に
、
２
億
８
０
０
０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
４
２
０
億
１
０
０
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
１
号
〉（
主
な
も
の
）

●
小
・
中
学
校
施
設
機
能
向
上
事
業 

・
・
・
２
億
５
７
４
４
万
円

　
　
小
・
中
学
校
（
袋
井
南
小
学
校
・
袋
井
北
小
学
校
・
周
南
中

学
校
・
浅
羽
中
学
校
の
４
校
）
の
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
整
備

に
伴
う
諸
工
事
請
負
費
な
ど
の
追
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
強
い
農
業
づ
く
り
総
合
支
援
事
業 

・
・
・
・
・
１
４
１
０
万
円

　
　
担
い
手
農
業
者
の
経
営
改
善
に
必
要
な
農
業
用
機
械
・
施
設

の
導
入
を
支
援
す
る
「
地
域
農
業
構
造
転
換
支
援
事
業
費
補
助

金
」
の
追
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
災
害
対
策
用
資
機
材
等
整
備
事
業 

・
・
・
・
・
・
６
４
４
万
円

　
　
昨
年
９
月
の
台
風
15
号
に
よ
り
竜
巻
被
害
を
受
け
た
牧
之
原

市
へ
支
援
し
た
物
資
の
補
充
を
行
う
た
め
の
経
費
の
追
加
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

﹇
債
務
負
担
行
為
﹈

●
改
良
住
宅
等
指
定
管
理
委
託

　《
期
　
間
》
令
和
８
年
度
〜
令
和
13
年
度

　《
限
度
額
》
２
８
５
０
万
円

※

1
　
債
務
負
担
行
為
と
は

　
　
１
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会
の

議
決
を
経
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

　市議会は、６月定例会を６月８日から７月８日までの 31 日間の会期で開催しました。
　今定例会では、市長から提出された令和８年度一般会計補正予算など 30 議案と３件の報告が
上程され、採決の結果、いずれも原案どおり可決・同意しました。
　また、市政に対する一般質問では、12 人の議員が市長・教育長の見解をただしました。

全
議
案
の
議
決
状
況
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※

２
　
専
決
処
分
と
は

　
　
　
議
会
の
議
決
を
経
る
べ
き
事
項
を
、
緊
急
時
や
特
別
な
理
由
に
よ
り
市
長
が
議
会
に
代
わ
っ
て
決
定
す
る
制
度
で
す
。

６月
定例会
６６６６月月月月
定例会定例会定例会定例会

市議会は、令和８年５月臨時会を５月 15 日に開
催しました。固定資産評価審査委員会委員の選
任や、教育委員会教育長および委員の任命に同
意したほか、専決処分を承認しました。

5月
臨時会
5555月月月月
臨時会臨時会臨時会臨時会

Pickup

１１１１１

※

1

●
袋
井
市
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　《
契
約
相
手
先
》
静
岡
森
田
ポ
ン
プ
株
式
会
社

　《
契
約
金
額
》
２
９
５
９
万
円

　《
配
備
場
所
》
浅
羽
方
面
隊
第
３
分
団

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
本
庁
舎
非
常
用
発
電
設
備
更
新
工
事
を
施
工
す
る
た
め
、
契
約
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。

　《
契
約
相
手
先
》
株
式
会
社
小
澤
電
業
所

　《
契
約
金
額
》
２
億
３
７
４
９
万
円

●
建
設
工
事
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
袋
井
駅
南
地
区
の
浸
水
被
害
の
軽
減
を
目
的
に
建
設
す
る
「
柳
原
雨
水
ポ
ン
プ
場
」

に
つ
い
て
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　《
協
　
定
　
先
》
日
本
下
水
道
事
業
団

　《
協
定
金
額
》
42
億
６
４
９
０
万
円

　《
協
定
期
間
》
令
和
８
年
７
月
９
日
〜
令
和
12
年
３
月
31
日

●
市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

　
　
愛
野
地
内
に
お
い
て
、
民
間
宅
地
造
成
に
伴
い
市
に
寄
付
さ
れ
た
新
規
道
路
２
路

線
を
下
石
野
13
号
線
お
よ
び
14
号
線
と
し
て
、
道
路
法
の
改
正
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
愛
野

駅
南
北
自
由
通
路
を
愛
野
駅
南
北
連
絡
線
と
し
て
、
高
尾
地
内
に
お
い
て
、
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
り
新
設
道
路
３
路
線
を
田
端
４
号
線
・
６
号
線
・
７
号
線
と
し
て

認
定
す
る
も
の
で
す
。

●
市
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

　
　
高
尾
地
内
に
お
い
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
市
道
の
区
域
を
変
更
す
る

こ
と
か
ら
、
田
端
４
号
線
・
６
号
線
・
７
号
線
の
市
道
３
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

人
事
（
敬
称
略
）

そ
の
他

●
袋
井
市
農
業
委
員
会
委
員

　
　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
が
上

程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
８
年
７
月
19
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

・
松
田
　
真
幸
（
豊
沢
）
　
・
鈴
木
　
　
豊
（
木
原
）
　
・
湖
東
　
　
隆
（
久
能
）

・
寺
田
　
代
子
（
広
岡
）
　
・
三
浦
　
裕
喜
（
広
岡
）
　
・
岩
井
　
俊
弘
（
深
見
）

・
中
條
　
文
義
（
見
取
）
　
・
西
村
　
淳
子
（
大
谷
）
　
・
藤
田
　
敬
子
（
萱
間
）

・
松
本
　
芳
廣
（
岡
崎
）
　
・
村
松
　
保
男
（
宇
刈
）
　
・
榑
松
　
政
弘
（
浅
名
）

・
古
川
伸
一
郎
（
富
里
）
　
・
太
田
　
雄
一
（
松
原
）
　
・
鈴
木
　
　
保
（
中
新
田
）

・
安
間
　
啓
一
（
太
郎
助
）人

事
（
敬
称
略
）

専
決
処
分

※

２
　
　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
選
任
や
任
命
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

●
袋
井
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
青
山
　
仁
美
（
沖
山
梨
）
　
　
再
任

　
平
野
　
　
治
（
川
会
）
　
　
　
新
任

　
長
谷
川
哲
哉
（
旭
町
二
丁
目
）
新
任

●
袋
井
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
山
本
　
裕
祥
（
山
崎
）
　
　
　
再
任

●
袋
井
市
教
育
委
員
会
委
員

　
溝
口
　
知
秀
（
浅
羽
一
色
）
　
再
任

●
袋
井
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

【
市
長
提
出
議
案
】

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

【
市
長
提
出
議
案
】

●
袋
井
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）

の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
お
よ
び
利

用
者
の
保
護
を
図
る
た
め
、
事
業
者
な
ど
が
遵
守
す
べ
き
運
営

基
準
を
定
め
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
公
告
式
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
の
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の

見
直
し
に
伴
い
、
条
例
な
ど
の
公
布
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

●
袋
井
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
、
袋
井
市
の
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
だ
け
で
は
、
個
人
が
管
理
す
る
宅
内
配
管
の
修
理
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
本
市
以
外
の
水
道
事
業
者
が
指
定
し

た
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
よ
る
工
事
を
可
能
と
す
る
た
め
、

一
部
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

再開発住宅駅前団地
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　令和８年度一般会計補正予算をはじめ、条
例の一部改正などの議案を、各常任委員会で
審査しました。ここでは、その一部を紹介し
ます。

総務委員会

　
紙
ベ
ー
ス
で
行
っ
て
い
た

公
告
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
公
告
場
所
は
ど

こ
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

担
当
部
署
は
ど
こ
か
。

　
電
子
で
の
公
告
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
、
税
の

公
示
送
達
を
除
く
個
人
情
報
を
含
む

も
の
や
、
国
の
上
位
法
令
上
で
掲
示

場
で
の
掲
示
を
指
定
の
あ
る
も
の
は

庁
舎
東
側
の
掲
示
場
に
掲
示
す
る
な

ど
、
使
い
分
け
て
い
く
。
な
お
、
掲

載
の
取
り
ま
と
め
窓
口
は
総
務
課
で

あ
る
。

現在の袋井市役所掲示場柳原雨水ポンプ場整備状況（放流渠）

学校体育館空調設備の設置イメージ
（愛知県半田市内の小学校体育館）

高設栽培ハウスの例

問答

　
葬
祭
補
償
と
し
て
33
万
円

に
補
償
基
礎
額
の
30
倍
に
相

当
す
る
金
額
を
加
え
た
金
額
と
あ
る

が
、
補
償
基
礎
額
自
体
は
い
く
ら
な

の
か
。
ま
た
、
こ
の
補
償
基
礎
額
の

30
倍
に
相
当
す
る
金
額
も
葬
祭
補
償

と
し
て
支
出
す
る
と
の
理
解
で
い
い

か
。

　
補
償
基
礎
額
は
条
例
で
階

級
と
勤
務
年
数
に
よ
っ
て
金

額
を
定
め
て
お
り
、
例
え
ば
、
団
長
・

副
団
長
の
階
級
で
10
年
未
満
の
方
は

１
万
３
３
４
０
円
。
分
団
の
班
長
・

団
員
で
10
年
未
満
の
方
は
１
万
円
。

こ
の
金
額
に
30
を
掛
け
て
、
葬
祭
補

償
の
基
礎
額
で
あ
る
33
万
円
に
加
え

た
金
額
を
葬
祭
補
償
費
と
し
て
支
出

す
る
。

問答

袋
井
市
公
告
式
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

袋
井
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

予算決算委員会

建設経済委員会

　
災
害
時
に
、
他
市
町
村
で

指
定
を
受
け
た
工
事
業
者
が

工
事
を
行
っ
た
際
に
発
生
し
た
ト
ラ

ブ
ル
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

　
工
事
業
者
と
個
人
で
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
基
本
的
に
は
両
者
間
で
解
決
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
通
常
、

ト
ラ
ブ
ル
は
あ
ま
り
発
生
し
な
い

が
、
万
一
、
技
術
的
な
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
た
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

問答 袋
井
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
共
同
企
業
体
に
市
内
４
事

業
者
が
参
画
可
能
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
地
元
企
業
が

参
入
し
や
す
い
条
件
の
も
と
で
こ
の

４
事
業
者
と
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、

自
治
体
の
技
術
職
員
不
足
や
大
き
な

事
業
の
経
験
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
な
か
で
日
本
下
水
道
事
業
団
か
ら

の
技
術
支
援
は
あ
る
か
。

　
事
業
費
が
多
額
な
大
規
模

調
達
事
業
と
い
う
こ
と
で
、

共
同
企
業
体
へ
の
参
画
に
つ
い
て
も

経
営
事
項
審
査
の
点
数
が
高
く
な
る

が
、
日
本
下
水
道
事
業
団
に
対
し
て

市
か
ら
要
請
し
、
地
元
企
業
に
つ
い

て
は
条
件
の
緩
和
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
工
事
に
つ

い
て
は
注
目
度
が
高
い
た
め
、
工
事

発
注
の
段
階
で
技
術
職
員
や
地
元
住

民
が
工
事
途
中
を
見
学
で
き
る
工
事

見
学
会
を
要
請
し
て
い
る
。
技
術
職

員
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
工
法
を

目
の
当
た
り
に
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
捉
え
て
技
術
の
継
承
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

問答 建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定

の
締
結
に
つ
い
て

こども誰でも通園制度のリーフレット（抜粋）

詳しくはこちらから

民生文教委員会

　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
創
設
に
伴
い
、
各
園
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
急
激
な
環
境
変
化
に
置

か
れ
、
保
育
を
す
る
側
も
受
け
る

側
も
大
変
な
状
況
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
年
度
か

ら
事
業
を
開
始
し
た
中
で
の
現
状

を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
事
故

防
止
に
向
け
た
園
で
の
取
組
を
把
握

し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
公
立
園
は
笠
原
こ
ど
も
園

　
　
　
の
１
園
で
、
民
間
園
は
10
園

で
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
申
請
状

況
と
し
て
は
、
５
月
末
時
点
で
、
37

世
帯
、
42
名
の
児
童
が
利
用
申
請
を

問答

し
て
お
り
、
民
間
園
の
３
園
で
、
延

べ
人
数
で
７
名
の
児
童
が
既
に
利
用

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
初
め
は
保

護
者
が
保
育
に
立
ち
会
い
、
徐
々
に

保
護
者
と
の
分
離
を
図
っ
て
い
く
と

い
う
よ
う
に
、
丁
寧
に
実
施
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
現
状
、
特
段
困
っ

て
い
る
と
い
う
声
は
聞
い
て
い
な

い
。
ま
た
、
事
故
防
止
に
向
け
て
の

取
組
に
つ
い
て
は
、
事
前
面
談
で
、

家
族
の
状
況
や
緊
急
連
絡
先
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
情
報
や
病
歴
、
発
達
の
状

況
な
ど
を
丁
寧
に
聞
き
取
っ
て
い

る
。
事
業
を
実
施
す
る
民
間
園
10
園

お
よ
び
笠
原
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
保
育
指
針
な
ど
を
遵
守

し
た
中
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
聞
き

取
り
を
行
う
中
で
は
、
特
段
困
っ
て

い
る
こ
と
は
な
い
。

袋
井
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
体

育
館
へ
の
空
調
設
備
整
備
に

つ
い
て
、
中
東
情
勢
に
よ
り
資
材
の

調
達
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
事
業
は
予
定
ど
お
り
進
め

ら
れ
る
見
込
み
か
。

　
設
置
を
予
定
し
て
い
る
大

風
量
式
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
予
定
ど
お
り
調

達
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。
全
国
的

に
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
本
市

で
は
、
早
期
に
事
業
着
手
し
て
い
る

た
め
、
各
種
部
品
な
ど
も
含
め
て
調

達
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問答

　
今
回
の
事
業
で
は
、
３
年

後
の
成
果
目
標
も
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
具
体
的
な

成
果
目
標
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
今
回
は
い
ち
ご
の
農
業
者

で
あ
る
が
、
３
年
後
の
成
果

目
標
と
し
て
、
付
加
価
値
額
の
１
割

の
拡
大
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
高
設
栽
培
の
ハ
ウ
ス

建
設
に
よ
り
、
経
営
規
模
と
し
て

70
％
の
収
益
増
の
計
画
で
あ
り
、
金

額
と
し
て
現
在
の
約
１
０
０
０
万
円

余
の
収
益
を
３
年
後
に
は
約
１
８
０

０
万
円
を
目
指
す
計
画
で
あ
る
。

問答

令
和
８
年
度
袋
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

〜
教
育
施
設
整
備
費
〜

令
和
８
年
度
袋
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

〜
農
林
振
興
対
策
費
〜

民
生
文
教
分
科
会

建
設
経
済
分
科
会
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紙
ベ
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で
行
っ
て
い
た

公
告
を
デ
ジ
タ
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化
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
公
告
場
所
は
ど

こ
を
想
定
し
て
い
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の
か
。
ま
た
、

担
当
部
署
は
ど
こ
か
。

　
電
子
で
の
公
告
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
、
税
の

公
示
送
達
を
除
く
個
人
情
報
を
含
む

も
の
や
、
国
の
上
位
法
令
上
で
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で
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示
を
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る
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は
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舎
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の
掲
示
場
に
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使
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、
掲

載
の
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で
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現在の袋井市役所掲示場柳原雨水ポンプ場整備状況（放流渠）

学校体育館空調設備の設置イメージ
（愛知県半田市内の小学校体育館）

高設栽培ハウスの例

問答

　
葬
祭
補
償
と
し
て
33
万
円

に
補
償
基
礎
額
の
30
倍
に
相

当
す
る
金
額
を
加
え
た
金
額
と
あ
る

が
、
補
償
基
礎
額
自
体
は
い
く
ら
な

の
か
。
ま
た
、
こ
の
補
償
基
礎
額
の

30
倍
に
相
当
す
る
金
額
も
葬
祭
補
償

と
し
て
支
出
す
る
と
の
理
解
で
い
い

か
。

　
補
償
基
礎
額
は
条
例
で
階

級
と
勤
務
年
数
に
よ
っ
て
金

額
を
定
め
て
お
り
、
例
え
ば
、
団
長
・

副
団
長
の
階
級
で
10
年
未
満
の
方
は

１
万
３
３
４
０
円
。
分
団
の
班
長
・

団
員
で
10
年
未
満
の
方
は
１
万
円
。

こ
の
金
額
に
30
を
掛
け
て
、
葬
祭
補

償
の
基
礎
額
で
あ
る
33
万
円
に
加
え

た
金
額
を
葬
祭
補
償
費
と
し
て
支
出

す
る
。

問答

袋
井
市
公
告
式
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

袋
井
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

予算決算委員会

建設経済委員会

　
災
害
時
に
、
他
市
町
村
で

指
定
を
受
け
た
工
事
業
者
が

工
事
を
行
っ
た
際
に
発
生
し
た
ト
ラ

ブ
ル
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

　
工
事
業
者
と
個
人
で
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
基
本
的
に
は
両
者
間
で
解
決
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
通
常
、

ト
ラ
ブ
ル
は
あ
ま
り
発
生
し
な
い

が
、
万
一
、
技
術
的
な
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
た
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

問答 袋
井
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
共
同
企
業
体
に
市
内
４
事

業
者
が
参
画
可
能
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
地
元
企
業
が

参
入
し
や
す
い
条
件
の
も
と
で
こ
の

４
事
業
者
と
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、

自
治
体
の
技
術
職
員
不
足
や
大
き
な

事
業
の
経
験
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
な
か
で
日
本
下
水
道
事
業
団
か
ら

の
技
術
支
援
は
あ
る
か
。

　
事
業
費
が
多
額
な
大
規
模

調
達
事
業
と
い
う
こ
と
で
、

共
同
企
業
体
へ
の
参
画
に
つ
い
て
も

経
営
事
項
審
査
の
点
数
が
高
く
な
る

が
、
日
本
下
水
道
事
業
団
に
対
し
て

市
か
ら
要
請
し
、
地
元
企
業
に
つ
い

て
は
条
件
の
緩
和
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
工
事
に
つ

い
て
は
注
目
度
が
高
い
た
め
、
工
事

発
注
の
段
階
で
技
術
職
員
や
地
元
住

民
が
工
事
途
中
を
見
学
で
き
る
工
事

見
学
会
を
要
請
し
て
い
る
。
技
術
職

員
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
工
法
を

目
の
当
た
り
に
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
捉
え
て
技
術
の
継
承
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

問答 建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定

の
締
結
に
つ
い
て

こども誰でも通園制度のリーフレット（抜粋）

詳しくはこちらから

民生文教委員会

　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

の
創
設
に
伴
い
、
各
園
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
急
激
な
環
境
変
化
に
置

か
れ
、
保
育
を
す
る
側
も
受
け
る

側
も
大
変
な
状
況
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
年
度
か

ら
事
業
を
開
始
し
た
中
で
の
現
状

を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
事
故

防
止
に
向
け
た
園
で
の
取
組
を
把
握

し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
公
立
園
は
笠
原
こ
ど
も
園

　
　
　
の
１
園
で
、
民
間
園
は
10
園

で
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
申
請
状

況
と
し
て
は
、
５
月
末
時
点
で
、
37

世
帯
、
42
名
の
児
童
が
利
用
申
請
を

問答

し
て
お
り
、
民
間
園
の
３
園
で
、
延

べ
人
数
で
７
名
の
児
童
が
既
に
利
用

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
初
め
は
保

護
者
が
保
育
に
立
ち
会
い
、
徐
々
に

保
護
者
と
の
分
離
を
図
っ
て
い
く
と

い
う
よ
う
に
、
丁
寧
に
実
施
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
現
状
、
特
段
困
っ

て
い
る
と
い
う
声
は
聞
い
て
い
な

い
。
ま
た
、
事
故
防
止
に
向
け
て
の

取
組
に
つ
い
て
は
、
事
前
面
談
で
、

家
族
の
状
況
や
緊
急
連
絡
先
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
情
報
や
病
歴
、
発
達
の
状

況
な
ど
を
丁
寧
に
聞
き
取
っ
て
い

る
。
事
業
を
実
施
す
る
民
間
園
10
園

お
よ
び
笠
原
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
保
育
指
針
な
ど
を
遵
守

し
た
中
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
聞
き

取
り
を
行
う
中
で
は
、
特
段
困
っ
て

い
る
こ
と
は
な
い
。

袋
井
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
体

育
館
へ
の
空
調
設
備
整
備
に

つ
い
て
、
中
東
情
勢
に
よ
り
資
材
の

調
達
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
事
業
は
予
定
ど
お
り
進
め

ら
れ
る
見
込
み
か
。

　
設
置
を
予
定
し
て
い
る
大

風
量
式
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
予
定
ど
お
り
調

達
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。
全
国
的

に
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
本
市

で
は
、
早
期
に
事
業
着
手
し
て
い
る

た
め
、
各
種
部
品
な
ど
も
含
め
て
調

達
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問答

　
今
回
の
事
業
で
は
、
３
年

後
の
成
果
目
標
も
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
具
体
的
な

成
果
目
標
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
今
回
は
い
ち
ご
の
農
業
者

で
あ
る
が
、
３
年
後
の
成
果

目
標
と
し
て
、
付
加
価
値
額
の
１
割

の
拡
大
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
高
設
栽
培
の
ハ
ウ
ス

建
設
に
よ
り
、
経
営
規
模
と
し
て

70
％
の
収
益
増
の
計
画
で
あ
り
、
金

額
と
し
て
現
在
の
約
１
０
０
０
万
円

余
の
収
益
を
３
年
後
に
は
約
１
８
０

０
万
円
を
目
指
す
計
画
で
あ
る
。

問答

令
和
８
年
度
袋
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

〜
教
育
施
設
整
備
費
〜

令
和
８
年
度
袋
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

〜
農
林
振
興
対
策
費
〜

民
生
文
教
分
科
会

建
設
経
済
分
科
会
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一 般 質 問

山
田 

貴
子 

議
員

　
児
童
生
徒
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

利
用
に
起
因
す
る
い
じ

め
や
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
状
況
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期

的
に
実
施
す
る
ほ
か
、

万
が
一
問
題
が
生
じ
た
際
、
子

ど
も
や
保
護
者
が
迷
わ
ず
、
学

校
に
相
談
で
き
る
信
頼
関
係
の

構
築
に
努
め
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら

子
ど
も
を
守
る
取
組

問答
　
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

教
員
や
保
護
者
も
性
に

関
す
る
幅
広
い
学
び
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
性
教

育
の
実
施
に
対
す
る
見
解
は
。

　
学
園
ご
と
に
「
性
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
策

定
し
、
水
着
で
隠
れ
る
部
分
は

自
分
だ
け
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ゾ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
や
、
困
っ

た
と
き
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
な

ど
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
系
統

的
な
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

性
暴
力
か
ら

子
ど
も
を
守
る
取
組

問答

　
民
族
芸
能
を
さ
ら
に

広
く
広
報
す
る
た
め
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
発
信
し
て
は
。

　
袋
井
市
に
は
、
国
指

定
重
要
文
化
財
や
市
指

定
文
化
財
な
ど
が
数
多
く
あ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
市
内

外
に
紹
介
し
、
多
く
の
市
民
の

関
心
と
保
存
活
用
の
機
運
を
高

め
る
と
と
も
に
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
よ

う
に
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き

た
い
。

袋
井
市
の

民
俗
芸
能
維
持
の
取
組

夏
目 

幸
彦 

議
員

　
樹
木
管
理
の
在
り
方

に
関
す
る
問
題
、
課
題

は
。

　
管
理
コ
ス
ト
の
増
大

に
加
え
、
担
い
手
不
足

や
、
樹
木
の
老
朽
化
、
さ
ら
に

猛
暑
の
頻
発
や
台
風
な
ど
の
影

響
に
よ
り
倒
木
な
ど
の
リ
ス
ク

が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、
点

検
の
効
率
化
と
精
度
の
向
上
を

図
る
た
め
、
費
用
対
効
果
を
検

証
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
導

入
へ
の
検
討
を
進
め
た
い
。
ま

た
、
愛
護
活
動
参
加
者
が
地
域

へ
の
愛
着
を
深
め「
続
け
た
い
」

と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
誇
り
と

楽
し
さ
を
提
供
で
き
る
よ
う
な

取
組
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

安
全
安
心
を
守
る
樹
木
管
理

　
夜
間
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
有
効
性
と
中
東
遠

医
療
圏
で
の
研
究
は
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、

深
夜
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
緊
急
性
や
必
要
性
は
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
い
。
長
期
休
暇
中

の
受
診
機
会
の
確
保
や
、
感
染

症
流
行
時
の
感
染
拡
大
防
止
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
活
用
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。

夜
間
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
導
入

兼
子 

靖
基 

議
員

観
光
資
源
の
利
活
用
と

市
民
参
加
型
の
可
能
性

豊
か
な
放
課
後
の

居
場
所
づ
く
り
を

　
豊
か
な
放
課
後
の
居

場
所
づ
く
り
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
は
。

　「
袋
井
市
こ
ど
も
し

あ
わ
せ
プ
ラ
ン
」
の
基

本
理
念
の
も
と
、「
居
た
い
」「
行

き
た
い
」「
や
っ
て
み
た
い
」

と
感
じ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
に
遊
び
、
学
び
、
体
験

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
魅
力

あ
る
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

鈴
木 

賢
和 

議
員

　
若
者
に
選
ば
れ
る
ま

ち
へ
の
取
組
は
。

　
Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
周
辺
お

よ
び
市
役
所
周
辺
を

「
中
心
拠
点
」
に
、
上
山
梨
地

区
周
辺
・
浅
羽
支
所
周
辺
・
Ｊ

Ｒ
愛
野
駅
周
辺
を「
地
域
拠
点
」

に
設
定
し
、都
市
機
能
の
誘
導
・

集
積
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
各
拠

点
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
高

め
る
ハ
ー
ド
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ソ

フ
ト
事
業
と
も
連
動
さ
せ
、
若

者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値

観
な
ど
も
取
り
入
れ
た
魅
力
的

な
拠
点
整
備
と
と
も
に
、
若
者

が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
り
、
交
流
を
深
め
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

若
者
の
声
か
ら
考
え
る

「
も
っ
と
推
せ
る
街
」

　
帽
子
の
着
用
に
つ
い

て
の
保
護
者
お
よ
び
生

徒
へ
の
周
知
方
法
は
。

　
熱
中
症
か
ら
自
分
の

体
を
守
る
手
段
と
し

て
、
全
校
放
送
で
の
呼
び
か
け

や
生
徒
会
の
保
健
委
員
会
に
よ

る
啓
発
活
動
な
ど
で
周
知
し
て

い
る
。
保
護
者
に
対
し
て
も
、

保
健
だ
よ
り
や
連
絡
メ
ー
ル

で
、
熱
中
症
の
危
険
性
と
と
も

に
効
果
的
な
予
防
法
と
し
て
周

知
を
し
て
い
る
。

中
学
生
の
通
学
時
に
お
け
る

熱
中
症
対
策

鈴
木 

功
三 

議
員

　
ア
ジ
ャ
イ
ル
手
法
や

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
ル
ー
プ
に
対

応
し
た
評
価
方
法
は
設
計
さ
れ

て
い
る
か
。

　
組
織
の
目
標
や
目
的

を
理
解
し
た
上
で
、
常

に
現
状
の
把
握
や
分
析
に
努

め
、
事
実
に
基
づ
く
状
況
判
断

の
も
と
で
、「
ど
れ
だ
け
リ
ア

ル
な
仮
説
を
立
て
て
検
証
で
き

た
か
。」
さ
ら
に
は
、「
失
敗
か

ら
素
早
く
学
ん
で
次
の
ル―

プ

に
活
か
せ
た
か
。」
な
ど
、
柔

軟
か
つ
迅
速
に
、
職
員
自
ら
考

え
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し

て
い
く
姿
勢
に
重
き
を
置
く
視

点
で
、
例
え
ば
、Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｓ

の
会
員
獲
得
や
、
魅
力
向
上
に

資
す
る
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
に

お
い
て
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を

評
価
し
て
い
る
。

ア
ジ
ャ
イ
ル
手
法
・

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
ル
ー
プ
導
入

　
消
滅
型
生
ご
み
処
理

機
キ
エ
ー
ロ
の
普
及
啓

発
と
補
助
金
導
入
の
考
え
は
。

　
ご
み
袋
不
足
の
影
響

を
受
け
、
生
ご
み
処
理

機
貸
出
し
の
問
い
合
わ
せ
や
購

入
に
係
る
補
助
金
制
度
へ
多
く

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
今
後

は
キ
エ
ー
ロ
な
ど
生
ご
み
削
減

方
法
の
啓
発
や
補
助
制
度
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
の

実
績
を
情
報
収
集
し
研
究
し
て

い
き
た
い
。

ご
み
減
量
の
推
進

熱中症予防チラシ

電動バイク

消滅型生ごみ処理機キエーロ 倒木と歩道を覆う樹木

問答

問答

答 問

　
観
光
資
源
を
最
大
限

に
活
用
す
る
今
後
の
取

組
は
。　

遠
州
三
山
を
巡
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
や

袋
井
遊
友
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
13
コ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
、

昨
年
度
、
株
式
会
社
愛
ノ
宮
ト

ラ
ベ
ル
・
袋
井
市
観
光
協
会
・

袋
井
市
で
、
電
動
バ
イ
ク
を
活

用
し
た
市
内
観
光
周
遊
促
進
に

関
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
を
締
結
し
、
電
動
バ
イ
ク
で

市
内
観
光
施
設
を
巡
る
コ
ー
ス

の
作
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

光
資
源
を
結
び
つ
け
、
さ
ら
な

る
観
光
促
進
に
努
め
る
。

　
釣
り
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

　
う
み
て
ら
す
Ｄ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
で
の
釣
り
を
テ
ー
マ

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
釣
り
人
が

訪
れ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
釣

り
は
新
た
な
観
光
資
源
に
な
り

う
る
も
の
と
考
え
る
。

答 問

答 問

問答

答

答 問

問

答 問

 

や
ま 

だ 

た
か 

こ

 

な
つ 

め 

ゆ
き 

ひ
こ

 

す
ず 

き 

よ
し 

か
ず

 

す
ず 

き 

こ
う 

ぞ
う

 

か
ね 

こ 

や
す 

き

ホームページにて一般質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。

金
子 
晃
久 

議
員

　
遊
休
農
地
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
前
は
、
企
業

へ
の
農
地
提
案
を
ど
の
よ
う
な

方
法
で
行
っ
て
き
た
の
か
。

　
企
業
な
ど
の
ニ
ー
ズ

を
聞
き
取
り
、
農
業
委

員
会
が
調
査
し
た
荒
廃
農
地
情

報
か
ら
適
し
た
農
地
を
選
定
し

て
き
た
。
今
後
は
、
所
有
者
か

ら
情
報
提
供
・
公
開
の
同
意
を

得
ら
れ
た
農
地
情
報
を
公
開

し
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
袋
井
西
地
区
の
農
地

の
課
題
を
ど
う
捉
え
、

今
後
の
農
地
基
盤
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

　
農
道
の
整
備
や
圃
場

の
集
約
に
よ
る
栽
培
工

程
の
効
率
化
を
行
う
必
要
が
あ

る
た
め
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
基
盤
整
備
を
検
討
し
て
い

く
。
県
や
Ｊ
Ａ
、
企
業
と
連
携

し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

農
業
の
持
続
可
能
性
と

荒
廃
農
地
対
策

　
観
光
周
遊
の
具
体
的

な
Ｋ
Ｐ
Ｉ「
重
要
業
績

評
価
指
標
」
を
設
定
す
る
考

え
は
。　

現
段
階
で
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は

未
設
定
で
あ
る
が
、
電

動
バ
イ
ク
の
利
用
者
数
や
利

用
回
数
、
観
光
施
設
な
ど
で

の
滞
在
時
間
な
ど
の
デ
ー
タ

の
分
析
に
よ
り
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設

定
し
、
利
用
促
進
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
も
研
究
し
て
い

き
た
い
。

電
動
バ
イ
ク
で
の

市
内
観
光
と
地
域
産
業
振
興

答 問答 問

答 問

 
か
ね 

こ 

て
る 

ひ
さ

答 問
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一 般 質 問

山
田 

貴
子 

議
員

　
児
童
生
徒
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

利
用
に
起
因
す
る
い
じ

め
や
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
状
況
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期

的
に
実
施
す
る
ほ
か
、

万
が
一
問
題
が
生
じ
た
際
、
子

ど
も
や
保
護
者
が
迷
わ
ず
、
学

校
に
相
談
で
き
る
信
頼
関
係
の

構
築
に
努
め
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら

子
ど
も
を
守
る
取
組

問答
　
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

教
員
や
保
護
者
も
性
に

関
す
る
幅
広
い
学
び
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
性
教

育
の
実
施
に
対
す
る
見
解
は
。

　
学
園
ご
と
に
「
性
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
策

定
し
、
水
着
で
隠
れ
る
部
分
は

自
分
だ
け
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ゾ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
や
、
困
っ

た
と
き
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
な

ど
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
系
統

的
な
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

性
暴
力
か
ら

子
ど
も
を
守
る
取
組

問答

　
民
族
芸
能
を
さ
ら
に

広
く
広
報
す
る
た
め
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
発
信
し
て
は
。

　
袋
井
市
に
は
、
国
指

定
重
要
文
化
財
や
市
指

定
文
化
財
な
ど
が
数
多
く
あ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
市
内

外
に
紹
介
し
、
多
く
の
市
民
の

関
心
と
保
存
活
用
の
機
運
を
高

め
る
と
と
も
に
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
よ

う
に
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き

た
い
。

袋
井
市
の

民
俗
芸
能
維
持
の
取
組

夏
目 

幸
彦 

議
員

　
樹
木
管
理
の
在
り
方

に
関
す
る
問
題
、
課
題

は
。

　
管
理
コ
ス
ト
の
増
大

に
加
え
、
担
い
手
不
足

や
、
樹
木
の
老
朽
化
、
さ
ら
に

猛
暑
の
頻
発
や
台
風
な
ど
の
影

響
に
よ
り
倒
木
な
ど
の
リ
ス
ク

が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、
点

検
の
効
率
化
と
精
度
の
向
上
を

図
る
た
め
、
費
用
対
効
果
を
検

証
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
導

入
へ
の
検
討
を
進
め
た
い
。
ま

た
、
愛
護
活
動
参
加
者
が
地
域

へ
の
愛
着
を
深
め「
続
け
た
い
」

と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
誇
り
と

楽
し
さ
を
提
供
で
き
る
よ
う
な

取
組
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

安
全
安
心
を
守
る
樹
木
管
理

　
夜
間
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
有
効
性
と
中
東
遠

医
療
圏
で
の
研
究
は
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、

深
夜
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
緊
急
性
や
必
要
性
は
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
い
。
長
期
休
暇
中

の
受
診
機
会
の
確
保
や
、
感
染

症
流
行
時
の
感
染
拡
大
防
止
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
活
用
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。

夜
間
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
導
入

兼
子 

靖
基 

議
員

観
光
資
源
の
利
活
用
と

市
民
参
加
型
の
可
能
性

豊
か
な
放
課
後
の

居
場
所
づ
く
り
を

　
豊
か
な
放
課
後
の
居

場
所
づ
く
り
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
は
。

　「
袋
井
市
こ
ど
も
し

あ
わ
せ
プ
ラ
ン
」
の
基

本
理
念
の
も
と
、「
居
た
い
」「
行

き
た
い
」「
や
っ
て
み
た
い
」

と
感
じ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
に
遊
び
、
学
び
、
体
験

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
魅
力

あ
る
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

鈴
木 

賢
和 

議
員

　
若
者
に
選
ば
れ
る
ま

ち
へ
の
取
組
は
。

　
Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
周
辺
お

よ
び
市
役
所
周
辺
を

「
中
心
拠
点
」
に
、
上
山
梨
地

区
周
辺
・
浅
羽
支
所
周
辺
・
Ｊ

Ｒ
愛
野
駅
周
辺
を「
地
域
拠
点
」

に
設
定
し
、都
市
機
能
の
誘
導
・

集
積
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
各
拠

点
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
高

め
る
ハ
ー
ド
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ソ

フ
ト
事
業
と
も
連
動
さ
せ
、
若

者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値

観
な
ど
も
取
り
入
れ
た
魅
力
的

な
拠
点
整
備
と
と
も
に
、
若
者

が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
り
、
交
流
を
深
め
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

若
者
の
声
か
ら
考
え
る

「
も
っ
と
推
せ
る
街
」

　
帽
子
の
着
用
に
つ
い

て
の
保
護
者
お
よ
び
生

徒
へ
の
周
知
方
法
は
。

　
熱
中
症
か
ら
自
分
の

体
を
守
る
手
段
と
し

て
、
全
校
放
送
で
の
呼
び
か
け

や
生
徒
会
の
保
健
委
員
会
に
よ

る
啓
発
活
動
な
ど
で
周
知
し
て

い
る
。
保
護
者
に
対
し
て
も
、

保
健
だ
よ
り
や
連
絡
メ
ー
ル

で
、
熱
中
症
の
危
険
性
と
と
も

に
効
果
的
な
予
防
法
と
し
て
周

知
を
し
て
い
る
。

中
学
生
の
通
学
時
に
お
け
る

熱
中
症
対
策

鈴
木 

功
三 

議
員

　
ア
ジ
ャ
イ
ル
手
法
や

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
ル
ー
プ
に
対

応
し
た
評
価
方
法
は
設
計
さ
れ

て
い
る
か
。

　
組
織
の
目
標
や
目
的

を
理
解
し
た
上
で
、
常

に
現
状
の
把
握
や
分
析
に
努

め
、
事
実
に
基
づ
く
状
況
判
断

の
も
と
で
、「
ど
れ
だ
け
リ
ア

ル
な
仮
説
を
立
て
て
検
証
で
き

た
か
。」
さ
ら
に
は
、「
失
敗
か

ら
素
早
く
学
ん
で
次
の
ル―

プ

に
活
か
せ
た
か
。」
な
ど
、
柔

軟
か
つ
迅
速
に
、
職
員
自
ら
考

え
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し

て
い
く
姿
勢
に
重
き
を
置
く
視

点
で
、
例
え
ば
、Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｓ

の
会
員
獲
得
や
、
魅
力
向
上
に

資
す
る
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
に

お
い
て
も
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を

評
価
し
て
い
る
。

ア
ジ
ャ
イ
ル
手
法
・

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
ル
ー
プ
導
入

　
消
滅
型
生
ご
み
処
理

機
キ
エ
ー
ロ
の
普
及
啓

発
と
補
助
金
導
入
の
考
え
は
。

　
ご
み
袋
不
足
の
影
響

を
受
け
、
生
ご
み
処
理

機
貸
出
し
の
問
い
合
わ
せ
や
購

入
に
係
る
補
助
金
制
度
へ
多
く

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
今
後

は
キ
エ
ー
ロ
な
ど
生
ご
み
削
減

方
法
の
啓
発
や
補
助
制
度
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
の

実
績
を
情
報
収
集
し
研
究
し
て

い
き
た
い
。

ご
み
減
量
の
推
進

熱中症予防チラシ

電動バイク

消滅型生ごみ処理機キエーロ 倒木と歩道を覆う樹木

問答

問答

答 問

　
観
光
資
源
を
最
大
限

に
活
用
す
る
今
後
の
取

組
は
。　

遠
州
三
山
を
巡
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
や

袋
井
遊
友
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
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が
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る
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ま
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昨
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度
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式
会
社
愛
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ト

ラ
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ル
・
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井
市
観
光
協
会
・

袋
井
市
で
、
電
動
バ
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を
活

用
し
た
市
内
観
光
周
遊
促
進
に

関
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
を
締
結
し
、
電
動
バ
イ
ク
で

市
内
観
光
施
設
を
巡
る
コ
ー
ス

の
作
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

光
資
源
を
結
び
つ
け
、
さ
ら
な

る
観
光
促
進
に
努
め
る
。

　
釣
り
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

　
う
み
て
ら
す
Ｄ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
で
の
釣
り
を
テ
ー
マ

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
釣
り
人
が

訪
れ
る
と
思
わ
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る
た
め
、
釣

り
は
新
た
な
観
光
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源
に
な
り

う
る
も
の
と
考
え
る
。
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会
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の
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地

の
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う
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え
、
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後
の
農
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の
よ

う
に
進
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て
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く
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。
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整
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圃
場

の
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に
よ
る
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化
を
行
う
必
要
が
あ

る
た
め
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
基
盤
整
備
を
検
討
し
て
い

く
。
県
や
Ｊ
Ａ
、
企
業
と
連
携

し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

農
業
の
持
続
可
能
性
と

荒
廃
農
地
対
策

　
観
光
周
遊
の
具
体
的

な
Ｋ
Ｐ
Ｉ「
重
要
業
績

評
価
指
標
」
を
設
定
す
る
考

え
は
。　

現
段
階
で
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は

未
設
定
で
あ
る
が
、
電

動
バ
イ
ク
の
利
用
者
数
や
利

用
回
数
、
観
光
施
設
な
ど
で

の
滞
在
時
間
な
ど
の
デ
ー
タ

の
分
析
に
よ
り
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設

定
し
、
利
用
促
進
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
も
研
究
し
て
い

き
た
い
。

電
動
バ
イ
ク
で
の

市
内
観
光
と
地
域
産
業
振
興

答 問答 問

答 問

 

か
ね 

こ 

て
る 

ひ
さ

答 問
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一 般 質 問

村
松 

孝
師 

議
員

　
広
域
防
災
拠
点
型
道

の
駅
お
よ
び
ト
ラ
ッ
ク

中
継
輸
送
拠
点
整
備
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
沿
線
は
大
規
模
災
害

な
ど
有
事
の
際
に
は
、

支
援
物
資
の
受
入
れ
や
応
援
部

隊
の
集
結
場
所
な
ど
広
域
支
援

活
動
の
拠
点
と
し
て
の
適
性
が

あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
中
継
輸
送
拠

点
と
し
て
は
、
森
掛
川
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
や
本
路
線

沿
線
で
は
同
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
近
い
エ
リ
ア
が
よ
り
適
し

て
い
る
。
道
の
駅
に
つ
い
て
は

公
営
、
民
営
で
の
運
営
主
体
や

事
業
収
入
、
維
持
管
理
コ
ス
ト

に
係
る
事
業
収
支
な
ど
運
営
面

も
重
要
と
考
え
て
お
り
、
法
定

手
続
き
や
整
備
手
法
な
ど
の
整

備
面
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

森
町
袋
井
イ
ン
タ
ー
通
り
線

を
活
か
し
た
整
備

問答

　
平
日
に
、
子
ど
も
が

保
護
者
と
と
も
に
学
校

外
で
体
験
的
な
学
び
を
行
う
こ

と
を
促
す
制
度
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。　

近
隣
自
治
体
な
ど
の

先
行
事
例
か
ら
本
制
度

が
子
ど
も
た
ち
の
成
長
や
家
族

関
係
に
与
え
る
影
響
、
さ
ら
に

は
学
校
現
場
へ
の
影
響
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
事
項
を
考
慮

し
て
制
度
普
及
の
進
捗
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
導
入

安
間 

亨 

議
員

　
災
害
時
の
ト
イ
レ
対

策
用
品
の
普
及
啓
発
・

備
蓄
・
配
布
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
考
え
は
。

　
災
害
時
の
仮
設
・
簡

易
ト
イ
レ
と
し
て
合
計

９
６
１
基
を
確
保
す
る
計
画
で

あ
る
。
ま
た
、
自
主
防
災
隊
か

ら
の
報
告
で
は
、
約
１
５
０
０

基
の
簡
易
ト
イ
レ
が
備
蓄
さ

れ
、
地
域
で
使
い
方
の
訓
練
や

使
用
後
の
処
理
方
法
の
周
知
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、

防
災
講
話
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

携
帯
ト
イ
レ
の
試
供
品
配
布
や

簡
易
ト
イ
レ
の
使
い
方
の
実
践

を
行
い
、
重
要
性
を
周
知
し
て

い
る
。
今
後
は
、
避
難
の
長
期

化
に
備
え
、
避
難
所
の
上
下
水

道
や
電
気
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が

復
旧
す
る
ま
で
の
間
、
施
設
内

の
洋
式
ト
イ
レ
を
避
難
生
活
で

活
用
で
き
る
方
策
の
検
討
に
加

え
、
市
内
の
事
業
所
や
店
舗
と

連
携
し
た
防
災
備
蓄
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て

い
く
。
公
助
の
支
援
体
制
を

充
実
さ
せ
、
市
民
や
地
域
が

自
助
・
共
助
で
災
害
を
乗
り

切
れ
る
よ
う
普
及
啓
発
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
民
間
事
業
者
な
ど
と

の
連
携
に
よ
る
都
市
公

園
や
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
新

た
な
管
理
運
営
の
仕
組
み
の
導

入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
公
共
施
設
の
ト
イ
レ

だ
け
で
な
く
、
民
間
施

設
の
ト
イ
レ
も
活
用
で
き
る
環

境
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を
行

う
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
対
策
に
つ
い
て

も
、
可
能
性
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

都
市
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

ト
イ
レ

大
場 

正
昭 

議
員

　
当
初
予
算
に
計
上
し

た
物
価
高
騰
対
策
事
業

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
４
月
か
ら
は
子
育
て

世
帯
向
け
に
今
年
度
の

給
食
費
に
対
す
る
値
上
げ
分
へ

の
減
免
な
ど
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
７
月
か
ら
10
月
ま
で
の

４
カ
月
間
全
市
民
向
け
に
水
道

料
金
の
基
本
料
金
の
減
免
を
す

る
。
さ
ら
に
８
月
か
ら
は
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ「
メ
ロ
ー
ね
っ
と
」

登
録
者
に
対
し
、
市
内
店
舗
な

ど
で
利
用
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

ク
ー
ポ
ン
を
配
布
す
る
と
と
も

に
、
10
月
か
ら
は
１
冊
１
万
円

で
購
入
す
る
こ
と
で
市
内
店
舗

な
ど
で
１
万
３
０
０
０
円
分
の

利
用
が
可
能
と
な
る
「
ふ
く
ろ

い
応
援
商
品
券
第
７
弾
」
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
低
所
得
世
帯
向
け
の

給
付
金
や
中
小
企
業
等
に
対
す

る
賃
上
げ
の
た
め
の
伴
走
支
援

も
予
定
し
て
い
る
。

市
と
し
て
の

物
価
高
騰
対
策
は

　
わ
が
市
独
自
の
結
婚
、

出
産
、
育
児
な
ど
の
支

援
策
の
考
え
は
。

　
本
年
度
は
新
た
に
地

域
の
子
育
て
支
援
機
関

や
団
体
な
ど
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
現
場
の
支
援
者
が

抱
え
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
子
育
て
家
庭
や
こ
ど
も
・

若
者
を
対
象
に
生
活
上
の
困
り

ご
と
や
望
ま
れ
る
支
援
策
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
現
状
把

握
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ

る
。 さ

ら
な
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
を

木
下 

正 

議
員

　
部
活
動
の
教
育
的
意

義
の
う
ち
、
子
ど
も
た

ち
の
品
格
形
成
の
た
め
の
礼
儀

や
規
範
意
識
の
向
上
に
向
け
た

取
組
状
況
は
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
他
者
と
関
わ
り
、
規
律
を
学

ぶ
環
境
が
、
各
ク
ラ
ブ
内
で
、

自
立
的
に
育
ま
れ
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
共
通
の
評
価
軸
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支

え
る
た
め
の
地
域
展
開
に
特
化

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　
一
律
の
礼
儀
基
準
な

ど
を
示
す
考
え
は
な

い
。
身
近
な
大
人
が
、
自
ら

の
言
動
で
、
心
地
よ
い
挨
拶

や
他
者
へ
の
感
謝
を
体
現
し
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
憧
れ
と

な
り
、
自
然
と
礼
儀
を
学
び

取
っ
て
い
く
「
自
律
的
な
学

び
」
を
促
す
環
境
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
く
。

部
活
動
の
地
域
展
開
と

礼
儀
教
育

　
全
庁
横
断
的
に
Ｋ
Ｐ

Ｉ
を
管
理
す
る
司
令
塔

の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。
部
局

横
断
で
「
健
幸
」
を
推
進
す
る

司
令
塔
設
置
の
考
え
は
。

　
新
た
な
総
合
健
康
セ

ン
タ
ー
の
建
設
も
部
局

横
断
的
な
体
制
に
よ
り
、
基
本

構
想
の
具
現
化
に
取
り
組
む
。

各
部
局
の
連
携
を
強
化
し
、
状

況
に
応
じ
て
組
織
を
新
設
す
る

な
ど
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

実
感
で
き
る
袋
井
市

髙
橋 

美
博 

議
員

　
学
級
担
任
の
年
度
当

初
か
ら
の
未
配
置
は
な

い
か
。
産
休
な
ど
の
代
替
職
員

は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

　
小
・
中
学
校
と
も
に

通
常
学
級
、
特
別
支
援

学
級
、
通
級
指
導
教
室
で
の
未

配
置
は
な
い
。
加
配
教
員
に
つ

い
て
は
中
学
校
２
名
、
小
学
校

７
名
の
未
配
置
が
生
じ
て
い

る
。産
休
職
員
の
代
替
教
員
は
、

中
学
校
で
１
名
未
配
置
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
産
休
育
休
に

入
る
予
定
の
教
員
が
現
時
点
で

３
名
い
る
が
、
代
替
者
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。

　
退
職
者
な
ど
、
有
資

格
者
の
非
常
勤
職
員
確

保
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
教
育
委
員
会
や
校
長

か
ら
の
要
請
で
54
名
の

教
員
が
復
帰
し
た
。
内
訳
は
フ

ル
タ
イ
ム
再
任
用
教
員
・
臨
時

的
任
用
教
員
24
名
、
非
常
勤
講

師
30
名
で
あ
る
。
現
時
点
で
教

員
不
足
は
解
消
し
て
お
ら
ず
、

採
用
・
募
集
を
継
続
し
て
い
る
。

市
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る

教
職
員
不
足
の
実
態

　
教
員
不
足
の
要
因
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
本
県
の
教
員
採
用
試

験
の
志
願
者
数
は
減
少

傾
向
で
、
教
職
の
志
願
者
数
自

体
が
収
縮
し
て
い
る
。加
え
て
、

特
別
支
援
学
級
や
通
級
指
導
教

室
の
増
設
に
よ
る
必
要
教
員
数

の
増
加
や
、
近
年
は
男
性
の
育

児
休
業
取
得
者
も
増
え
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
。
若
年
層
で

転
職
な
ど
に
よ
り
離
職
す
る
教

員
も
以
前
に
比
べ
て
増
え
て
い

て
、
働
き
方
や
キ
ャ
リ
ア
観
の

変
化
も
大
き
な
要
因
の
一
つ
と

捉
え
て
い
る
。

簡易トイレ組み立て訓練の様子

（都）森町袋井インター通り線（袋井市内より森町方面を望む）

幸浦に輝く 「うみてらすＤＯＲＩ」

浅羽南小学校の授業の様子

ウェルビーイングを実感

ふくろい応援商品券第7弾のチラシ

問答

問

問

答

答

答 問

答 問

問答問答

答

答 問

問答 問

答 問

 

む
ら 

ま
つ 

た
か 

の
り

 

あ
ん 

ま 

と
お
る 

 

き 

し
た 

た
だ
し

 

た
か 

は
し 

よ
し 

ひ
ろ

 

お
お 

ば 

ま
さ 

あ
き

ホームページにて一般質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。

森
岡 
弘
記 

議
員

　
実
装
段
階
に
お
け
る

市
の
認
識
は
。

　
今
年
度
か
ら
は
実
装

段
階
と
し
て
さ
ら
な
る

利
活
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
た
海
プ

ロ
フ
ェ
ス
タ
に
加
え
、
民
間
や

各
種
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
イ

ベ
ン
ト
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
は

官
民
共
創
に
よ
る
観
光
誘
客
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
本
エ
リ
ア
の
利
活
用
を
本
格

的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
広
域
連
携
に
よ
る
海

の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　
遠
州
灘
海
岸
に
面
す

る
地
域
全
体
が
一
層
魅

力
的
な
エ
リ
ア
と
な
る
よ
う
、

磐
田
市
と
の
同
日
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や
来
場
者
の
相

乗
効
果
を
図
る
た
め
の
連
携
な

ど
、
広
域
的
な
視
点
で
の
新
た

な
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

海
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と

官
民
共
創

　
海
の
あ
る
暮
ら
し
と

若
者
定
住
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
地
震
や
津
波
を
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
適
切
な
避
難
行
動
に
つ
な

げ
て
い
く
な
ど
、「
海
の
あ
る

暮
ら
し
」
の
魅
力
と
防
災
に
対

す
る
備
え
を
正
し
く
伝
え
る
こ

と
が
若
者
の
移
住
・
定
住
に
つ

な
げ
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ま

た
官
民
共
創
で
う
み
て
ら
す
Ｄ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
の
魅
力
を
伝
え
、
浅
羽

南
地
区
の
地
域
資
源
に
磨
き
を

か
け
、
本
エ
リ
ア
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
促
進
し
若
者
定
住
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

答 問答 問

答 問

 
も
り 

お
か 

ひ
ろ 

き
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一 般 質 問

村
松 

孝
師 

議
員

　
広
域
防
災
拠
点
型
道

の
駅
お
よ
び
ト
ラ
ッ
ク

中
継
輸
送
拠
点
整
備
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
沿
線
は
大
規
模
災
害

な
ど
有
事
の
際
に
は
、

支
援
物
資
の
受
入
れ
や
応
援
部

隊
の
集
結
場
所
な
ど
広
域
支
援

活
動
の
拠
点
と
し
て
の
適
性
が

あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
中
継
輸
送
拠

点
と
し
て
は
、
森
掛
川
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
や
本
路
線

沿
線
で
は
同
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
近
い
エ
リ
ア
が
よ
り
適
し

て
い
る
。
道
の
駅
に
つ
い
て
は

公
営
、
民
営
で
の
運
営
主
体
や

事
業
収
入
、
維
持
管
理
コ
ス
ト

に
係
る
事
業
収
支
な
ど
運
営
面

も
重
要
と
考
え
て
お
り
、
法
定

手
続
き
や
整
備
手
法
な
ど
の
整

備
面
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

森
町
袋
井
イ
ン
タ
ー
通
り
線

を
活
か
し
た
整
備

問答

　
平
日
に
、
子
ど
も
が

保
護
者
と
と
も
に
学
校

外
で
体
験
的
な
学
び
を
行
う
こ

と
を
促
す
制
度
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。　

近
隣
自
治
体
な
ど
の

先
行
事
例
か
ら
本
制
度

が
子
ど
も
た
ち
の
成
長
や
家
族

関
係
に
与
え
る
影
響
、
さ
ら
に

は
学
校
現
場
へ
の
影
響
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
事
項
を
考
慮

し
て
制
度
普
及
の
進
捗
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
導
入

安
間 

亨 

議
員

　
災
害
時
の
ト
イ
レ
対

策
用
品
の
普
及
啓
発
・

備
蓄
・
配
布
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
考
え
は
。

　
災
害
時
の
仮
設
・
簡

易
ト
イ
レ
と
し
て
合
計

９
６
１
基
を
確
保
す
る
計
画
で

あ
る
。
ま
た
、
自
主
防
災
隊
か

ら
の
報
告
で
は
、
約
１
５
０
０

基
の
簡
易
ト
イ
レ
が
備
蓄
さ

れ
、
地
域
で
使
い
方
の
訓
練
や

使
用
後
の
処
理
方
法
の
周
知
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、

防
災
講
話
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

携
帯
ト
イ
レ
の
試
供
品
配
布
や

簡
易
ト
イ
レ
の
使
い
方
の
実
践

を
行
い
、
重
要
性
を
周
知
し
て

い
る
。
今
後
は
、
避
難
の
長
期

化
に
備
え
、
避
難
所
の
上
下
水

道
や
電
気
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が

復
旧
す
る
ま
で
の
間
、
施
設
内

の
洋
式
ト
イ
レ
を
避
難
生
活
で

活
用
で
き
る
方
策
の
検
討
に
加

え
、
市
内
の
事
業
所
や
店
舗
と

連
携
し
た
防
災
備
蓄
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て

い
く
。
公
助
の
支
援
体
制
を

充
実
さ
せ
、
市
民
や
地
域
が

自
助
・
共
助
で
災
害
を
乗
り

切
れ
る
よ
う
普
及
啓
発
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
民
間
事
業
者
な
ど
と

の
連
携
に
よ
る
都
市
公

園
や
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
新

た
な
管
理
運
営
の
仕
組
み
の
導

入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
公
共
施
設
の
ト
イ
レ

だ
け
で
な
く
、
民
間
施

設
の
ト
イ
レ
も
活
用
で
き
る
環

境
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を
行

う
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
対
策
に
つ
い
て

も
、
可
能
性
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

都
市
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

ト
イ
レ

大
場 

正
昭 

議
員

　
当
初
予
算
に
計
上
し

た
物
価
高
騰
対
策
事
業

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
４
月
か
ら
は
子
育
て

世
帯
向
け
に
今
年
度
の

給
食
費
に
対
す
る
値
上
げ
分
へ

の
減
免
な
ど
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
７
月
か
ら
10
月
ま
で
の

４
カ
月
間
全
市
民
向
け
に
水
道

料
金
の
基
本
料
金
の
減
免
を
す

る
。
さ
ら
に
８
月
か
ら
は
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ「
メ
ロ
ー
ね
っ
と
」

登
録
者
に
対
し
、
市
内
店
舗
な

ど
で
利
用
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

ク
ー
ポ
ン
を
配
布
す
る
と
と
も

に
、
10
月
か
ら
は
１
冊
１
万
円

で
購
入
す
る
こ
と
で
市
内
店
舗

な
ど
で
１
万
３
０
０
０
円
分
の

利
用
が
可
能
と
な
る
「
ふ
く
ろ

い
応
援
商
品
券
第
７
弾
」
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
低
所
得
世
帯
向
け
の

給
付
金
や
中
小
企
業
等
に
対
す

る
賃
上
げ
の
た
め
の
伴
走
支
援

も
予
定
し
て
い
る
。

市
と
し
て
の

物
価
高
騰
対
策
は

　
わ
が
市
独
自
の
結
婚
、

出
産
、
育
児
な
ど
の
支

援
策
の
考
え
は
。

　
本
年
度
は
新
た
に
地

域
の
子
育
て
支
援
機
関

や
団
体
な
ど
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
現
場
の
支
援
者
が

抱
え
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
子
育
て
家
庭
や
こ
ど
も
・

若
者
を
対
象
に
生
活
上
の
困
り

ご
と
や
望
ま
れ
る
支
援
策
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
現
状
把

握
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ

る
。 さ

ら
な
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
を

木
下 

正 

議
員

　
部
活
動
の
教
育
的
意

義
の
う
ち
、
子
ど
も
た

ち
の
品
格
形
成
の
た
め
の
礼
儀

や
規
範
意
識
の
向
上
に
向
け
た

取
組
状
況
は
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
他
者
と
関
わ
り
、
規
律
を
学

ぶ
環
境
が
、
各
ク
ラ
ブ
内
で
、

自
立
的
に
育
ま
れ
る
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
共
通
の
評
価
軸
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支

え
る
た
め
の
地
域
展
開
に
特
化

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　
一
律
の
礼
儀
基
準
な

ど
を
示
す
考
え
は
な

い
。
身
近
な
大
人
が
、
自
ら

の
言
動
で
、
心
地
よ
い
挨
拶

や
他
者
へ
の
感
謝
を
体
現
し
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
憧
れ
と

な
り
、
自
然
と
礼
儀
を
学
び

取
っ
て
い
く
「
自
律
的
な
学

び
」
を
促
す
環
境
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
く
。

部
活
動
の
地
域
展
開
と

礼
儀
教
育

　
全
庁
横
断
的
に
Ｋ
Ｐ

Ｉ
を
管
理
す
る
司
令
塔

の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。
部
局

横
断
で
「
健
幸
」
を
推
進
す
る

司
令
塔
設
置
の
考
え
は
。

　
新
た
な
総
合
健
康
セ

ン
タ
ー
の
建
設
も
部
局

横
断
的
な
体
制
に
よ
り
、
基
本

構
想
の
具
現
化
に
取
り
組
む
。

各
部
局
の
連
携
を
強
化
し
、
状

況
に
応
じ
て
組
織
を
新
設
す
る

な
ど
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

実
感
で
き
る
袋
井
市

髙
橋 

美
博 

議
員

　
学
級
担
任
の
年
度
当

初
か
ら
の
未
配
置
は
な

い
か
。
産
休
な
ど
の
代
替
職
員

は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

　
小
・
中
学
校
と
も
に

通
常
学
級
、
特
別
支
援

学
級
、
通
級
指
導
教
室
で
の
未

配
置
は
な
い
。
加
配
教
員
に
つ

い
て
は
中
学
校
２
名
、
小
学
校

７
名
の
未
配
置
が
生
じ
て
い

る
。産
休
職
員
の
代
替
教
員
は
、

中
学
校
で
１
名
未
配
置
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
産
休
育
休
に

入
る
予
定
の
教
員
が
現
時
点
で

３
名
い
る
が
、
代
替
者
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。

　
退
職
者
な
ど
、
有
資

格
者
の
非
常
勤
職
員
確

保
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
教
育
委
員
会
や
校
長

か
ら
の
要
請
で
54
名
の

教
員
が
復
帰
し
た
。
内
訳
は
フ

ル
タ
イ
ム
再
任
用
教
員
・
臨
時

的
任
用
教
員
24
名
、
非
常
勤
講

師
30
名
で
あ
る
。
現
時
点
で
教

員
不
足
は
解
消
し
て
お
ら
ず
、

採
用
・
募
集
を
継
続
し
て
い
る
。

市
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る

教
職
員
不
足
の
実
態

　
教
員
不
足
の
要
因
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
本
県
の
教
員
採
用
試

験
の
志
願
者
数
は
減
少

傾
向
で
、
教
職
の
志
願
者
数
自

体
が
収
縮
し
て
い
る
。加
え
て
、

特
別
支
援
学
級
や
通
級
指
導
教

室
の
増
設
に
よ
る
必
要
教
員
数

の
増
加
や
、
近
年
は
男
性
の
育

児
休
業
取
得
者
も
増
え
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
。
若
年
層
で

転
職
な
ど
に
よ
り
離
職
す
る
教

員
も
以
前
に
比
べ
て
増
え
て
い

て
、
働
き
方
や
キ
ャ
リ
ア
観
の

変
化
も
大
き
な
要
因
の
一
つ
と

捉
え
て
い
る
。

簡易トイレ組み立て訓練の様子

（都）森町袋井インター通り線（袋井市内より森町方面を望む）

幸浦に輝く 「うみてらすＤＯＲＩ」

浅羽南小学校の授業の様子

ウェルビーイングを実感

ふくろい応援商品券第7弾のチラシ

問答

問

問

答

答

答 問

答 問

問答問答

答

答 問

問答 問

答 問

 

む
ら 

ま
つ 

た
か 

の
り

 

あ
ん 

ま 

と
お
る 

 

き 

し
た 

た
だ
し

 

た
か 

は
し 

よ
し 

ひ
ろ

 

お
お 

ば 

ま
さ 

あ
き

ホームページにて一般質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。

森
岡 

弘
記 

議
員

　
実
装
段
階
に
お
け
る

市
の
認
識
は
。

　
今
年
度
か
ら
は
実
装

段
階
と
し
て
さ
ら
な
る

利
活
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
た
海
プ

ロ
フ
ェ
ス
タ
に
加
え
、
民
間
や

各
種
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
イ

ベ
ン
ト
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
は

官
民
共
創
に
よ
る
観
光
誘
客
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
本
エ
リ
ア
の
利
活
用
を
本
格

的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
広
域
連
携
に
よ
る
海

の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　
遠
州
灘
海
岸
に
面
す

る
地
域
全
体
が
一
層
魅

力
的
な
エ
リ
ア
と
な
る
よ
う
、

磐
田
市
と
の
同
日
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や
来
場
者
の
相

乗
効
果
を
図
る
た
め
の
連
携
な

ど
、
広
域
的
な
視
点
で
の
新
た

な
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

海
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と

官
民
共
創

　
海
の
あ
る
暮
ら
し
と

若
者
定
住
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
地
震
や
津
波
を
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
適
切
な
避
難
行
動
に
つ
な

げ
て
い
く
な
ど
、「
海
の
あ
る

暮
ら
し
」
の
魅
力
と
防
災
に
対

す
る
備
え
を
正
し
く
伝
え
る
こ

と
が
若
者
の
移
住
・
定
住
に
つ

な
げ
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ま

た
官
民
共
創
で
う
み
て
ら
す
Ｄ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
の
魅
力
を
伝
え
、
浅
羽

南
地
区
の
地
域
資
源
に
磨
き
を

か
け
、
本
エ
リ
ア
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
促
進
し
若
者
定
住
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

答 問答 問

答 問

 

も
り 

お
か 

ひ
ろ 

き
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特別委員会レポート
　特別委員会は、特定の問題について審査・調査するために設置される委員会です。
 主な審査・調査内容をお知らせします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議員の寄付行為の禁止

　公職選挙法により、議員が選挙区内の人（法人、その他の団体を含む）に寄付をすること、有権者が議員に
寄付を求めることなどは禁止されています。また、年賀状や暑中見舞いなどの時候のあいさつ状を出すことも、「答
礼のための自筆によるもの」以外は禁止されています。 

公共施設マネジメント特別委員会を設置しました。

令和 7年度 政務活動費の会派別収支状況（総括表）
４月（改選前） （単位：円）

（単位：円）

475,000
0

475,000
0
0
0
0
0
0

2,725
0
0

38,000
40,725
40,725
434,275

25,000
0

25,000
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2,000
2,000
2,000
23,000

25,000
0

25,000
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2,000
2,000
2,000
23,000

50,000
0

50,000
0
0
0
0
0
0
0
0
0

4,000
4,000
4,000
46,000

125,000
0

125,000
0
0
0
0
0
0
0
0
0

10,000
10,000
10,000
115,000

250,000
0

250,000
0
0
0
0
0
0

2,725
0
0

20,000
22,725
22,725
227,275

市からの交付金
雑収入（預金利息）

計　（ A ）
1 調査研究費
2 研究費
3 広報費
4 広聴費
5 要請・陳情活動費
6 会議費
7 資料作成費
8 資料購入費
9 人件費
10 事務所費

計　（ B ）

市からの交付金
雑収入（預金利息等）

計
1 調査研究費
2 研究費
3 広報費
4 広聴費
5 要請・陳情活動費
6 会議費
7 資料作成費
8 資料購入費
9 人件費
10 事務所費

計

収

　入

支

　
　出

交付金等に対する支出額
返還額　（ A-B ）

会　派　名

自民公明クラブ
髙木　清隆、山田　貴子
寺田　　守、戸塚　哲夫
鈴木　弘睦、佐野　武次
村井　勝彦、黒岩　靖子
鈴木　賢和、太田　裕介

緑風会
近藤　正美
大場　正昭
木下　　正
村松　和幸
安間　　亨

市民クラブ
大庭　通嘉
立石　泰広

無会派
竹野　　昇 竹村　眞弓

（19人）

無会派

合計

○残余金434,275円はすべて市へ返還済みです。

5～3月（改選後）

5,500,000
5,644

5,505,644
1,918,382
1,667,520
856,614

0
0
0

317,167
7,850

0
458,216
5,225,749
5,188,369
317,275

275,000
0

275,000
0
0

289,748
0
0
0
0
0
0

22,000
311,748
275,000

0

550,000
575

550,575
0

484,740
0
0
0
0

8,737
1,800

0
44,000
539,277
539,277
11,298

2,200,000
1,533

2,201,533
741,344
1,010,280
250,000

0
0
0

18,491
6,050

0
176,000
2,202,165
2,201,533

0

収

　入

支

　
　出

交付金等に対する支出額
返　還　額

会　派　名

緑風会
大場　正昭、近藤　正美
木下　　正、村松　和幸
安間　　亨、金子　晃久
鈴木　功三、兼子　靖基

2,475,000
3,536

2,478,536
1,177,038
172,500
316,866

0
0
0

289,939
0
0

216,216
2,172,559
2,172,559
305,977

共創ふくろい
髙木　清隆、山田　貴子
佐野　武次、村井　勝彦
鈴木　賢和、太田　裕介
夏目　幸彦、森岡　弘記
村松　孝師

市民クラブ
立石　泰広
八木伸太郎

髙橋　美博

（20人）

無会派

合計

○残余金317,275円はすべて市へ返還済みです。
○不足額は自己資金にて支出しています。

○寄付とは
　寄付とは、現金に限るものではありません。花輪や記念の置物、トロフィー、飲食物など、多少でも金銭的
価値のあるものを無償で提供することも寄付に当たります。
○禁止されている寄付の例
　・各種会合へのご祝儀・祭りへの寄付や差し入れ・親睦旅行への差し入れ 
　・地域の運動会やスポーツ大会への差し入れ・開店祝の花輪やお祝い 
　・葬式の花輪や供花・盆供・お中元やお歳暮・入学、卒業、就職、結婚、出産などのお祝い
○ただし、次のようなものは除かれます
　・自らが出席する結婚披露宴のご祝儀・自らが出席する葬式・通夜の香典

民生文教委員会と聖隷袋井市民病院看護部との意見交換会（７月29日開催）

Pickup

22222

令和８年３月 24 日

持続可能なまちづくりの推進を図るため、長期的な視点を持って安定した財政運営に資する公共施
設の在り方について、調査・研究を行い、公共施設等総合管理計画に対する課題などを整理し、政
策提言を行うことを目的とします。

【出席者】聖隷袋井市民病院看護部長、病棟看護課長、事務長
【場　所】市役所５階　第１委員会室
【内　容】2026 年９月から大規模災害発生時の基幹救護所の場所を聖隷袋井市民病院とすることに伴い、有事
の際に聖隷袋井市民病院看護部が市に対してどのような協力ができるか、また市が望む協力は何か、意見交換
を実施しました。看護師の専門的な知見と現場の視点も踏まえた
貴重なご意見をいただきました。

◆出席者からの意見（主なもの）
 ・市と病院との共同防災訓練が必要だと思う。
 ・看護師資格を持った住民は地域の財産である。資格を持ってい
　ない市民も応急救護の知識を身に付け、有事の際には地域の中
　で助け合うことも大切である。

設置日

目 的

災害発生時における聖隷袋井市民病院看護部の協力と市が求める協力についてテーマ

《議題》正副委員長の互選について
公共施設マネジメント特別委員会（定員 10人）
◎委員長　髙木　清隆　○副委員長　村松　和幸
　委　員　村井　勝彦　　委　員　　鈴木　賢和
　委　員　金子　晃久　　委　員　　夏目　幸彦
　委　員　鈴木　功三　　委　員　　八木伸太郎
　委　員　兼子　靖基　　委　員　　佐野　武次

《議題》（1）公共施設マネジメント特別委員会の進め方について
《議題》（2）公共施設等総合管理計画　改訂の概要について

３月 24 日（第１回） ５月 11 日（第２回）　
　政策提言に向けた今後の取組についての共有化のほか、公共
施設等総合管理計画の概要についてや、これまでの取組、市を
取り巻く状況についての共有化を行いました。

×××××××××××××××××××××××××××××××
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特別委員会レポート
　特別委員会は、特定の問題について審査・調査するために設置される委員会です。
 主な審査・調査内容をお知らせします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議員の寄付行為の禁止

　公職選挙法により、議員が選挙区内の人（法人、その他の団体を含む）に寄付をすること、有権者が議員に
寄付を求めることなどは禁止されています。また、年賀状や暑中見舞いなどの時候のあいさつ状を出すことも、「答
礼のための自筆によるもの」以外は禁止されています。 

公共施設マネジメント特別委員会を設置しました。

令和 7年度 政務活動費の会派別収支状況（総括表）
４月（改選前） （単位：円）

（単位：円）

475,000
0

475,000
0
0
0
0
0
0

2,725
0
0

38,000
40,725
40,725
434,275

25,000
0

25,000
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2,000
2,000
2,000
23,000

25,000
0

25,000
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2,000
2,000
2,000
23,000

50,000
0

50,000
0
0
0
0
0
0
0
0
0

4,000
4,000
4,000
46,000

125,000
0

125,000
0
0
0
0
0
0
0
0
0

10,000
10,000
10,000
115,000

250,000
0

250,000
0
0
0
0
0
0

2,725
0
0

20,000
22,725
22,725
227,275

市からの交付金
雑収入（預金利息）

計　（ A ）
1 調査研究費
2 研究費
3 広報費
4 広聴費
5 要請・陳情活動費
6 会議費
7 資料作成費
8 資料購入費
9 人件費
10 事務所費

計　（ B ）

市からの交付金
雑収入（預金利息等）

計
1 調査研究費
2 研究費
3 広報費
4 広聴費
5 要請・陳情活動費
6 会議費
7 資料作成費
8 資料購入費
9 人件費
10 事務所費

計

収

　入

支

　
　出

交付金等に対する支出額
返還額　（ A-B ）

会　派　名

自民公明クラブ
髙木　清隆、山田　貴子
寺田　　守、戸塚　哲夫
鈴木　弘睦、佐野　武次
村井　勝彦、黒岩　靖子
鈴木　賢和、太田　裕介

緑風会
近藤　正美
大場　正昭
木下　　正
村松　和幸
安間　　亨

市民クラブ
大庭　通嘉
立石　泰広

無会派
竹野　　昇 竹村　眞弓

（19人）

無会派

合計

○残余金434,275円はすべて市へ返還済みです。

5～3月（改選後）

5,500,000
5,644

5,505,644
1,918,382
1,667,520
856,614

0
0
0

317,167
7,850

0
458,216
5,225,749
5,188,369
317,275

275,000
0

275,000
0
0

289,748
0
0
0
0
0
0

22,000
311,748
275,000

0

550,000
575

550,575
0

484,740
0
0
0
0

8,737
1,800

0
44,000
539,277
539,277
11,298

2,200,000
1,533

2,201,533
741,344
1,010,280
250,000

0
0
0

18,491
6,050

0
176,000
2,202,165
2,201,533

0

収

　入

支

　
　出

交付金等に対する支出額
返　還　額

会　派　名

緑風会
大場　正昭、近藤　正美
木下　　正、村松　和幸
安間　　亨、金子　晃久
鈴木　功三、兼子　靖基

2,475,000
3,536

2,478,536
1,177,038
172,500
316,866

0
0
0

289,939
0
0

216,216
2,172,559
2,172,559
305,977

共創ふくろい
髙木　清隆、山田　貴子
佐野　武次、村井　勝彦
鈴木　賢和、太田　裕介
夏目　幸彦、森岡　弘記
村松　孝師

市民クラブ
立石　泰広
八木伸太郎

髙橋　美博

（20人）

無会派

合計

○残余金317,275円はすべて市へ返還済みです。
○不足額は自己資金にて支出しています。

○寄付とは
　寄付とは、現金に限るものではありません。花輪や記念の置物、トロフィー、飲食物など、多少でも金銭的
価値のあるものを無償で提供することも寄付に当たります。

○禁止されている寄付の例
　・各種会合へのご祝儀・祭りへの寄付や差し入れ・親睦旅行への差し入れ 
　・地域の運動会やスポーツ大会への差し入れ・開店祝の花輪やお祝い 
　・葬式の花輪や供花・盆供・お中元やお歳暮・入学、卒業、就職、結婚、出産などのお祝い
○ただし、次のようなものは除かれます
　・自らが出席する結婚披露宴のご祝儀・自らが出席する葬式・通夜の香典

民生文教委員会と聖隷袋井市民病院看護部との意見交換会（７月29日開催）

Pickup

22222

令和８年３月 24 日

持続可能なまちづくりの推進を図るため、長期的な視点を持って安定した財政運営に資する公共施
設の在り方について、調査・研究を行い、公共施設等総合管理計画に対する課題などを整理し、政
策提言を行うことを目的とします。

【出席者】聖隷袋井市民病院看護部長、病棟看護課長、事務長
【場　所】市役所５階　第１委員会室
【内　容】2026 年９月から大規模災害発生時の基幹救護所の場所を聖隷袋井市民病院とすることに伴い、有事
の際に聖隷袋井市民病院看護部が市に対してどのような協力ができるか、また市が望む協力は何か、意見交換
を実施しました。看護師の専門的な知見と現場の視点も踏まえた
貴重なご意見をいただきました。

◆出席者からの意見（主なもの）
 ・市と病院との共同防災訓練が必要だと思う。
 ・看護師資格を持った住民は地域の財産である。資格を持ってい
　ない市民も応急救護の知識を身に付け、有事の際には地域の中
　で助け合うことも大切である。

設置日

目 的

災害発生時における聖隷袋井市民病院看護部の協力と市が求める協力についてテーマ

《議題》正副委員長の互選について
公共施設マネジメント特別委員会（定員 10人）
◎委員長　髙木　清隆　○副委員長　村松　和幸
　委　員　村井　勝彦　　委　員　　鈴木　賢和
　委　員　金子　晃久　　委　員　　夏目　幸彦
　委　員　鈴木　功三　　委　員　　八木伸太郎
　委　員　兼子　靖基　　委　員　　佐野　武次

《議題》（1）公共施設マネジメント特別委員会の進め方について
《議題》（2）公共施設等総合管理計画　改訂の概要について

３月 24 日（第１回） ５月 11 日（第２回）　
　政策提言に向けた今後の取組についての共有化のほか、公共
施設等総合管理計画の概要についてや、これまでの取組、市を
取り巻く状況についての共有化を行いました。

×××××××××××××××××××××××××××××××
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【場所】  市役所５階議場および各委員会室　　　【時間】  午前９時から
【日程】

９月市議会定例会のお知らせ市民目線の議会だより！
みなさんのご意見をお寄せください！

※変更となる場合があります

　７人の広報広聴委員が議論を重ね、紙面の改善に
努めています。２年に１回の業者選定のデザインコ
ンペを実施し、９月１日号から紙面をリニューアル
しました。また、新コーナー「質問にお答えします 
市議会議員の一問一答」をス
タートさせました。議会の活
動に興味・関心を寄せていた
だければ幸いです。　　
（広報広聴委員：髙橋美博）

24日（月）

１ 日（火）

２ 日（水）

３日（木）

４日（金）

７日（月）

開会、議案の説明

市政に対する一般質問

市政に対する一般質問

市政に対する一般質問

予算決算委員会（全体会）

予算決算委員会（分科会）

８日（火）

９日（水）

10日（木）

25日（金）

30日（水）

予算決算委員会（分科会）

常任委員会

常任委員会

予算決算委員会（全体会）

委員長報告～採決、閉会

8
月

9
月

9
月

コラム

緑風会

兼子  靖基議員

 りょく ふう かい

ぎ いん かね こ やす き
緑風会

木下  正議員
夏は市民プール！学生時代

から退職後まで、監視員とし

て皆さんの笑顔と安全を見

守ってきました。

 りょく ふう かい

ぎ いん

　 なつ　　　し　みん　　　　　　　　　　がく  せい　じ  だい

　　　　　　たいしょくご　　　　　　　かん　し　いん

　　　みな　　　　　　　　  え　がお　　あん ぜん　　　　み

　   まも

すいか、朝顔、セミの声。花

火、水浴び、ハワイアン。ウク

レレの癒しの音色が夕映え

の夏の浜辺に似合います。

　　　　　　　　　 あさがお　　　　　　　　 こえ　 はな

　  び　  みず  あ

　　　　　　　 いや　　　　　ね  いろ　　 ゆう   ば

　　　なつ　　はま  べ　　　に　あ

静かに来て死角に止まり大

切な私の血を吸う “蚊”です。

刺された後のかゆみは最悪。

でも、やっつけた時は快感。

　しず　　　　　き　　　  し  かく　　　と　　　　　たい

　せつ　　わたし　　ち　　　す　　　　か

　  さ　　　　　　　あと　　　　　　　　　　 さいあく

　　　　　　　　　　　　　　　　とき　　 かいかん

BBQ です。火起こしからお米

の炊き方・調理など災害時

に役立つ知恵、経験ができ、

何よりみんなで楽しめます。

 ばーべきゅー　　　　　ひ　お　　　　　　　　　　  こめ

　　　  た　　　かた　　ちょう  り　　　　　さい がい  じ

　　　やく　だ　　　ち　 え　　  けいけん

　なに　　　　　　　　　　　　たの

 き した ただし
緑風会

近藤  正美議員

 りょく ふう かい

ぎ いん こん どう まさ み
共創ふくろい

佐野  武次議員

 きょう そう

ぎ いん さ の たけ じ

緑風会

鈴木  功三議員

 りょく ふう かい

ぎ いん すず き こう ぞう
共創ふくろい

鈴木  賢和議員
夏といえば、花火の夜、プー

ルの歓声、すいかを囲む笑

顔。家族と過ごした夏は、今

も心の宝物です。

 きょう そう

ぎ いん

　 なつ　　　　　 　 　 はな　び　　　よる

　 　　　 かん　せい　　　　　　　　　　　かこ　　　え

　がお　　か　ぞく　　　す　　　　　　 なつ　　　いま

　　　　　こころ　　たからもの

幼少時、朝６時半、ラジオ体操へ。

「皆勤賞」を目指すのもモチベー

ションで、スタンプが増えていく

たびに喜びを感じたものです。

　ようしょう じ　 あさ　　 じ はん　　　　　　 たいそう

　　かいきんしょう　　　め　ざ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ

　　　　　　よろこ　　　 かん

19歳の時に袋井から北海道

まで行った、夏の自転車旅

を思い出します。あの挑戦

が今の原点です。

　　　  さい　　  とき　　　ふくろい　　　　　ほっかいどう

　　　　　　い　　　　　　　なつ　　　じ　てん  しゃ たび

　　　 おも　　　 だ　　　　　　　　　　　　　 ちょうせん

　　　 いま　　  げんてん

脱水症状にならないよう、

こまめに水分・塩分補給に

心掛け、健康で夏を乗り切

りたいと考えています。

　だっ すい しょうじょう

　　　　　　　　　　すい  ぶん　　えん ぶん　ほ　きゅう

　こころ  が　　　　  けん  こう　　　なつ　　　の　　　　き

　　　　　　　　　かんが

ビールと枝豆が一番のご褒

美。小学校時代の夏休み

プール開放が一番の思い

出。くぅ～！

　　　　　　　　　　えだ まめ　　　いち ばん　　　　　ほう

　  び　　 しょう  がっ　こう 　じ　だい　　　なつ　やす

　　　　　　　　 かい  ほう　　　いち  ばん　　　おも

　  で

今年もツバメが来た。軒下に巣を

作り、１カ月程で生まれたツバメ

が巣立って行く。この微笑ましい

情景を家族で楽しんでいる。

　  こ  とし　　　　　　　　　 き　　　 のきした　　す

　つく　　　　　　　　 ほど　　 う

　　　 す　だ　　　　  い　　　　　　　ほほ  え

　じょうけい　　か  ぞく　　たの

海水浴・キャンプ・ＢＢＱで

すね。子どもが小学校まで

は、毎年、海沿いのキャンプ

場で楽しんでいました。

　かい すい よく　　　　　　　　　　　　ばーべきゅー

　　　　　　　  こ　　　　　　　　しょうがっ こう

　　　　  まい  とし　  うみ　ぞ

　じょう　　たの

 すず き よし かず
共創ふくろい

髙木  清隆議員

 きょう そう

ぎ いん たか ぎ きよ たか
無会派

髙橋  美博議員
我が家の夏。毎年、花壇にひ

まわりを植え、畑ではすい

かを育て収穫。目と味覚で

暑い夏を楽しんでいます。

 む かい は

ぎ いん

　 　わ　　　や　　　　なつ　　まい　とし　　か　だん

　　　　　　　　　　う　   　　　　はたけ

　　　       そだ　　　  しゅうかく　  め　　　  み　かく

   あつ　　なつ　　たの

 たか はし よし ひろ

市民クラブ

立石  泰広議員

 し みん

ぎ いん たて いし やす ひろ
共創ふくろい

夏目  幸彦議員

 きょう ふう 

ぎ いん なつ め ゆき ひこ
共創ふくろい

村井  勝彦議員

 きょう そう

ぎ いん むら い かつ ひこ
緑風会

村松  和幸議員

 りょく ふう かい

ぎ いん むら まつ かず ゆき

共創ふくろい

村松  孝師議員

 きょう そう

ぎ いん むら まつ たか のり
共創ふくろい

森岡  弘記議員
迷わず「菅平合宿 !!」高校か

らラグビーを始め大学、社

会人29歳まで毎年夏は菅平

で青春をしていました！

 きょう ふう 

ぎ いん

　 まよ　　　　　　すがだいら がっ　しゅく　　　　こう  こう

　　　　　　　　　　　　　　はじ　　だい がく　　　しゃ 

　かいじん　　　  さい　　 　    まいとし　なつ　 すがだいら

　　  せいしゅん

夏といえばかき氷！子どもた

ちと家で作るかき氷も最高で

すが、市内のかき氷が食べら

れるお店巡りも好きです。

　なつ　　　　　　　　　　 ごおり　 こ

　　　　　いえ　　つく　　　　　ごおり　 さいこう

　　　　　　　し ない　　　　　ごおり　　た

　　　　　　 みせめぐ　　　　す

『遠州の花火』の設立者の想い

と亡くなった方をしのび袋井

市民の幸せを祈念し今年も楽

しく鑑賞しました！！

　　えんしゅう　 はな び　　　せつりつしゃ　　おも

　　　な　　　　　　　  かた　　　　　　　ふくろい

　  し みん　 しあわ　　　 き ねん　　 こ  とし　　たの

　　　　 かんしょう

高校野球です。甲子園を目

指し一球一打に夢と努力が

詰まり、全力で挑む姿に毎

年心を打たれます。

　こう こう　や きゅう　　　　　こう  し　えん

　　　　　いっきゅういちだ　　　ゆめ　　 ど りょく

　 つ　　　　　　 ぜんりょく　　いど　　すがた　　まい

　としこころ　　う

 もり おか ひろ き
市民クラブ

八木伸太郎議員

 し みん

ぎ いん や ぎ しん た ろう
共創ふくろい

山田  貴子議員

 きょう ふう 

ぎ いん やま だ たか こ

質問にお答えします
市議会議員の一問一答
緑風会

安間  亨議員

 りょく ふう かい

ぎ いん あん ま とおる 
共創ふくろい

太田  裕介議員

 きょう そう

ぎ いん おお た ゆう すけ
緑風会

大場  正昭議員

 りょく ふう かい

ぎ いん おお ば まさ あき
緑風会

金子  晃久議員

 りょく ふう かい

ぎ いん かね こ てる ひさ

ご家庭での

話題にして
みてください

。
か てい

わ だいQ.夏といえば？
なつ

しつ もん こた

©袋井市

議会は
何をしているの？
議員はどんな
人なの？

ヨーロッパサッカーの新

シーズン開幕！今年からＪ

リーグも８月開幕となり、楽

しみが増えました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しん

　　　　　　　　　　　 かい まく　　　ことし　　　　　じぇい

　　　　　　　　　　　がつかいまく　　　　　　　 たの

　　　　　　　 ふ

山名小学校出身の私にとって、

夏といえば山梨祇園祭りやか

さんぼこ。笛や太鼓の音が、今

も心に残る夏の記憶です。

   やま  なしょうがっこう しゅっしん　  わたし

　なつ　　　　　　　　やまなし  ぎ  おんまつ

　　　　　　　　　 ふえ　　たい こ　　 おと　　　　いま

　　 こころ　  のこ　　なつ　　き　おく

プールですね！大学生の時にプー

ルの監視員のアルバイトをしてい

ました。月見の里や風見の丘の

プールもぜひ利用してください。

　　　　　　　　　　　　　だいがくせい　　とき

　　　　　かん し　いん

　　　　　　　　つき　み　　　さと　　　かざみ　　　おか

　　　　　　　　　　　　　り  よう

暑い日はさらにジムで汗を流

し、夜は怖い話で涼を楽しみ

ます。お盆休みには「遠州三山

風鈴まつり」に行きます！

　あつ　　 ひ　　　　　　　　　　　　　　あせ　　なが

　　　　　よる　　こわ　　はなし　　りょう　　たの

　　　　　　　　ぼんやす　　　　　　　えんしゅうさんざん

　ふう りん　　　　　　　　　 い


